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１．はじめに
　環境に配慮した街づくりが重要な課題となって
おり，様々な視点から検討がなされている．その
中で，伝統的な町並みが，その土地の環境的なポ
テンシャルを活かしたまちづくりのヒントになる
のではないかと考え，建築環境工学の視点から，
その特徴を明らかにしようとする研究を行ってい
る．ここでは，その試みの一つとして，かつて河
川港として栄えた佐賀県鹿島市浜庄津町を対象に，
数値解析を用いて路地空間の熱的な快適性の検討
を行った例を紹介する．
２．対象となる在郷町路地空間について
　数値解析を行った佐賀県鹿島市浜庄津町浜金屋
町（図－１）は，有明海に隣接し，近世に鹿島藩
の河川港をとして背景として発展した地区であり，
当時に建築された茅葺町家と桟瓦葺町家が混在す
る在郷町である．国の重要伝統的建造物群保存地
区にも指定されている．
　対象となる路地空間は，幅員が2m 程度と非
常に狭く，2階建て（高さ7m 程度）の木造の
建物が密集した空間となっている（図－２）．
３．数値解析を用いた熱環境の可視化方法
　路地空間の熱的な快適性の検討を行うに当たり，
人体の温熱感覚に影響する要素である，気温，湿
度，放射，風速のうち，特に放射に着目した．放
射は，日射に加えて，建物や地面の表面温度によっ
て決まるものであり，建物の空間構成や材料の違
いなどが大きく影響するため，路地空間の特徴を
検討する上で有用な指標となる．
　数値解析を行うために文献1）と現地調査により
取得した建物形状や材料の仕様等の情報を元に
3D-CAD 上に対象地区の再現し，3D-CAD 対応
熱環境シミュレータ2）を用いて，熱環境の評価を
行った．このシミュレータは，3D-CAD で再現さ
れた街区を対象に，日射解析や長波長放射解析な
どを行った上で，非定常一次元熱伝導解析を行い，
対象街区の表面温度分布の日変化を可視化するも
のである．ここでは，建物，地面の表面温度分布
と，生活空間の放射環境の指標である平均放射温
度（以下，MRT）の算出結果について紹介する．
なお，計算は，佐賀の夏季晴天日の気象データを
用いて行っている．
4．路地空間の表面温度分布と放射環境
　数値解析の結果を図－３，図－4に示す．図－
３は，対象地区を俯瞰して見た（図－２中，視点
A）表面温度分布図である．表面温度分布を見る
と，９時の時点で，最大で50℃を超えており，高
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図-1　佐賀県鹿島市浜庄津町浜金屋町の路地空間 図-2　対象街区
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温化していることがわかる．時間が経つにつれて，
表面温度が上昇していき，太陽高度が最も高くな
る12時頃では，70℃以上と非常に高温化している．
午後になり，太陽高度が低くなるにつれ，表面温
度が低下していく．日没すぎの20時になると，表
面温度は一気に表面温度が低下し，27℃と気温よ
り低い値となる．この温度変化は，木造の建物の
特徴の一つであり，建物の熱容量が小さいため，
日中，日射を受けると一気に表面温度が上昇する
が，夜になると放射冷却によって，表面温度が低
下し，気温よりも低くなっている．つまり，日中
は気温の上昇をもたらす要因となるが，夜間にな
ると逆に気温を下げることにつながっている．
　次に，路地空間内（図－２中，視点 B）の表
面温度分布を見てみる（図－4）．９時になると，
日射が建物の一部に当たり，表面温度が50℃近く
になっている場所があるが，それ以外は，35℃と
気温より少し高い程度である．12時では太陽高度
が高く，真上から日射が当たるため，多くの地
表面は60℃近く上昇しているが，建物の壁面は，
40℃程度となっている．日が落ちるにつれて，街
路空間に日陰が増えて行くと共に表面温度が低く
なり，15時においては，最大でも45℃程度である．
　このように路地空間では，幅員が狭く，建物に
より路地内に日射が落ちにくくなっているため，
太陽高度の高い正午頃を除けは，表面温度が比較
的低く保たれている．
　MRT を用いて，評価すると12時の日向では
48.3℃，日陰では，38.0℃となっている．同様な
条件で幅員の広い街区の場合，日向で60℃程度で
あることを考えると，快適な放射環境が形成され
ていることがわかる．他時刻を見ても，同様の傾
向であるとがわかる．
　このように，人間スケールの狭い路地空間では，
建物により路地に入る日射が調整され，比較的快
適な環境が形成されている．特に対象地区は，海
が近く，夏季の日中では海風が卓越し，路地には
風が吹いていることを考えると，現代の街路に比
べ，日中でも，涼しい空間であることがわかる．
５．まとめ
　海辺にある伝統的な住宅地である，佐賀県鹿島
市浜庄津町浜金屋町を対象に，数値解析を用いて，
放射環境の評価を行った．その結果，幅員の狭い
路地であるため，日射が街路に入らず，暑い日中
でも，比較的快適な熱環境が形成されていること
がわかった．機械のない時代に，この街路形態が
夏の暑い時期を過ごしやすくする助けになってい
たのではないかと示唆される．
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図-3　夏季における視点 Aから見た
表面温度分布（俯瞰図）
図-4　路地空間内（視点 B）の表面
温度分布と高さ1.5mでの平均
放射温度
